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はしがき 

この冊子は、学位規則（昭和２８年文部省令第９号）第８条による公表を目的とし

て，２０２１年３月に本学において授与した博士（心理学）の学位について、論文内

容の要旨および論文審査結果の要旨を収録したものである。 

学位記番号に付した甲は本学大学院学則第３２条３項の要件を満たしたものである

ことを示す。 
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学位論文要旨 

 

本論文では，青年後期と成人初期を対象として，（1）片づけ行動が，どのような要因によ

って促進されるのかを明らかにすること，（2）片づけ行動には，どのような心理的効果が

あるのかを明らかにすることの 2 点を目的とした。 

 これまでの先行研究から，片づけ行動とは単一の行動を指すのではなく，不要な物の処

分や，必要な物を分類することなど，複数の作業を通じて，生活空間を整った状態にする

ことと考えられる。この処分・分類・整頓の 3 つの要件を網羅した尺度は，これまで作成

されていなかった。そこで，本論文では，（1）と（2）を検討していくにあたり，片づけ

行動を捉える尺度を作成した。初版の片づけ行動尺度は，処分・分類・整頓の 3 つの要件

を網羅していたが，文章表現に関する問題（現代の生活環境において一般的言えない表現

や複数の内容が含まれる項目がある）と妥当性の検討がされていないという問題があった。

そこで，文章表現を修正した改訂版片づけ行動尺度を作成し，信頼性と妥当性の検討を行

った（研究 2）。Cronbach のαを算出し，十分な値が示されたことから，内的整合性の観

点から信頼性が確認された。さらに，片づけに関連する概念である「溜め込み」傾向を測

定する尺度 Saving Inventory-Revised（SI-R）日本語版（土屋垣内他，2015）と部屋の散

らかり状況を評定する Clutter Image Rating（CIR）日本語版（土屋垣内他，2015）との

関連から，収束的妥当性と増分妥当性が確認された。本尺度を用いて，片づけ行動を促す

要因と片づけ行動の心理的効果の検討を行った。 



 

（1）片づけ行動を促す要因の検討 

 本論文では，片づけ行動を促す要因として，子どもの頃の両親の関わり，片づけ動機，

実行機能の 3 つの要因に焦点をあてた。 

子どもの頃の両親の関わりは，子どもの頃に父親・母親が規範となるような態度を示し

ていたかという「片づけ態度」，子どもの頃のに父親・母親が片づけを促すような言葉かけ

をしていたかという「片づけ要求」の 2 つの側面が，片づけ行動（分類・処分・整頓）に

及ぼす影響を検討した。青年後期では，次の結果が示された（研究 3）。男性の場合，子ど

もの頃に父親の直接的な関わりかけである「片づけ要求」が有効な影響力を持っているが，

女性の場合，母親自身が片づけの模範となるような「片づけ態度」が有効な影響力を持っ

ていることが示唆された（研究 3）。一方，成人初期では，次の結果が示された（研究 4）

男性・女性ともに，子どもの頃に，母親自身が片づけの模範となるような「片づけ態度」

が，現在の「整頓」を促していた。一方で，男女ともに，子どもの頃の母親からの「片づ

け要求」から現在の「整頓」に，父親からの「片づけ要求」から現在の「処分」に，それ

ぞれ負の影響が示された。そのことから，「片づけ要求」は，長期的にみると片づけ行動を

身につける妨げになる可能性が示唆された。 

 片づけ動機については，まず，青年後期を対象に探索的に検討した（研究 4）。その中で，

“片づける理由”では，“誰かが来る・誰かから指摘される”という外的な影響が片づけの

理由として意識される割合は低くなり，“心理的な変化のため”という内的な理由を意識す

る割合が高くなることが示唆された。続いて，片づけ動機が片づけ行動に及ぼす影響を検

討した。片づけ動機を捉えるために作成した尺度は，自室の居心地をよくすることに関す

る動機である「居心地」因子，気持ちを切り替えることに関する動機である「気分転換」

因子，不快な感情を回避することに関する動機である「不快回避」因子の 3 因子から構成

された。 

青年後期を対象とした検討（研究 5）では，「不快回避」よりも「居心地」と「気分転換」

のほうが，片づけ行動の「分類」「処分」「整頓」いずれとも関係が強かったことから，「不

快な感情を回避したい」というようなネガティブな動機よりも，「居心地をよくしたい」あ

るいは「気分転換をしたい」というようなポジティブな動機の方が，片づけ行動をより促

進するのではないかと推察された。一方で，成人初期を対象とした検討（研究 7）では，

片づけ動機の「気分転換」よりも「居心地」と「不快回避」の方が，片づけ行動のいずれ



とも関係が強く示されたことから，生活空間を整え，快適に過ごせるようにするという，

片づけ本来の目的が動機として重視されていることが推察された。 

 実行機能については，行動の長期的な計画に関する能力である「プランニング」，手際の

良さや作業処理の効率に関する能力である「効率」，方略の転換や切り替えに関する能力で

ある「切り替え」，課題や作業時の注意の維持や集中に関する能力である「注意の維持」の

4 つ能力から捉え，片づけ行動に及ぼす影響を検討した。青年後期を対象とした検討（研

究 5）では，片づけ行動の「分類」と「整頓」は，実行機能の「プランニング」「効率」「切

り替え」「注意の維持」のいずれとも関連していたのに対し，「処分」は，「効率」のみと関

連していたことから，「分類」と「整頓」を実行する際には，より多くの能力が必要とされ

ているのではないかと推察された。一方で，成人初期を対象とした検討（研究 7）では，

片づけ行動の「分類」「処分」「整頓」のいずれも，実行機能の「プランニング」「効率」「切

り替え」「注意の維持」すべてと関連が認められた。年齢を重ねることにより，物との関わ

りが増えていく可能性があり，私的な物から仕事に関連した物など多種多様になり，片づ

け行動も複雑になるだろう。また，仕事の時間が増えると家の片づけをする時間も少なく

なり，限られた時間の中で，計画的かつ効率的に，片づけ行動を実行しなくてはならなく

なる。そうした背景から，「分類」「処分」「整頓」いずれにおいても，実行機能が果たす役

割が強くなっていくのではないかと推察される。 

 以上，片づけ行動を促す要因として，子どもの頃の両親の関わり，片づけ動機，実行機

能の 3 つの要因について検討して明らかになったことをまとめると，次のように述べるこ

とができる。子どもの頃に両親が片づけを促す言葉かけをすることは，子どもが片づけ行

動を身につけるため“きっかけ”であると考えられる。両親が片づけ行動を促す言葉かけ

をすることで，子どもは片づけ行動をすることになる。しかし，具体的にどのように片づ

け行動をすればよいのか，その方法を学ぶ機会がなければ，片づけ行動を身につけること

ができない。そのため，子どもの頃に大人が片づけの模範となる態度を示し，子どもが片

づけ行動を学ぶ機会を設ける必要がある。そして，片づけ行動を経験する中で，“片づけを

すると居心地が良くなる”，“気分転換になる”，“不快な感情を回避できる”というような，

片づけ行動の利点を実感し，片づけ動機を高めることが大切である。さらに，「プランニン

グ」，「効率」，「切り替え」，「注意の維持」といった実行機能を高めることで，円滑に片づ

け行動を実行することができると考えられる。 

 



（2）片づけ行動の心理的効果の検討 

 本論文では，片づけ行動の心理的効果として，well-being への影響を検討した。その際，

満足のいく片づけができたという感覚が well-being に影響する可能性も考えられたため，

片づけ行動からの直接的な影響だけでなく，片づけ満足を介して well-being に及ぼす影響

も想定して検討を行った。青年後期を対象とした検討（研究 5）と成人初期を対象とした

検討（研究 7）のいずれにおいても，片づけ満足を介さずに，片づけ行動が well-being を

高めていることが示唆された。このことから，片づけに満足しているかどうかに関わらず，

片づけ行動を行っていること，あるいは，その過程で well-being が高められているのでは

ないかと考えられる。 

 各研究で得られた知見から，片づけ行動を促進するためには，片づけ行動の具体的な方

法や実行機能を高めるための方法，片づけ動機を高めるために片づけ行動の利点について

の情報や学びの機会を提供していくことが有効であると考えられる。さらに，well-being

を高めるための手段として，片づけ行動を活用していく方法を提案していくことも有意義

であると考えられる。 

 

最後に，本論文の意義と今後の課題を述べる。まず，本論文の意義として次のことが挙

げられる。これまで片づけに関する研究では，片づけの 3 つの要素（分類・処分・整頓）

の一部を捉えた検討や，片づけができないことに関連した検討が行われてきた。しかし，

片づけ全体を捉えるということは，「片づけられない」ことと「片づけられる」こと両方の

側面について捉えることが必要である。本論文では，片づけを「要らない物を処分し，要

る物を分類，整頓すること」と定義し，「片づけ行動尺度」を作成したことで，個人の片づ

け行動の実態をより包括的に捉えることが可能になったと考えられる。心理学的研究とし

て初めて，片づけ行動を捉える尺度を作成し，実証的検討を行うことにより，個人の片づ

け行動の特徴を理解する視点を示すことができるという点が本論文の意義の 1 つである。

さらに，片づけ行動を促す要因として，子どもの頃の両親の片づけ要求と片づけ態度，片

づけ動機，実行機能の影響を検討した。それにより，多くの人々が関心を持っている「ど

うすれば，片づけられるのか」あるいは「なぜ，片づけられないのか」という問いに対す

る知見を提供することができると期待される。また，本論文では，青年後期と成人初期の

二つの発達段階における検討を行った。それぞれの研究において，片づけ行動尺度の因子

構造に違いが認められなかったことから，片づけ行動は二つの発達段階において共通して



捉えることができると示唆された。一方で，青年後期と成人初期との違いも示された。た

とえば，片づけ行動に両親が与える影響について，青年後期では男女でモデルの違いが認

められ，子どもの頃の同性の親の関わりが重要であることが示された。それに対して，成

人初期では男女でモデルの違いは認められず，いずれも子どもの頃に母親が模範となる片

づけ態度を示していたことが現在の片づけ行動を促していることが示唆された。片づけ行

動から well-being に与える影響については，青年後期よりも成人初期の方が高いことが示

唆された。これらのことから，発達段階によって片づけ行動を促進する要因および片づけ

行動の効果が異なると考えられ，片づけについて発達的視点から検討することの意義を示

すことができたと考えられる。 

今後の課題としては，次の二点が考えられる。第一は，研究対象者についてである。片

づけ行動は生活習慣の一部として考えられ，ライフスタイルやライフステージによっても，

片づけ行動自体および各要因との関連の様相が異なる可能性がある。今後は，さらに研究

対象を広げて検討していくことが望まれる。第二は，研究法についてである。本論文では，

青年後期と成人初期において，異なる結果がみられた。そのため，発達段階によって，片

づけ行動を促進する要因および片づけ行動の心理的効果が異なる可能性が示唆された。し

かし，本論文の研究では，青年後期と成人初期において，それぞれ別の個人を調査対象と

した横断研究であった。そのため，今回みられた差異が，単に調査対象者が異なったこと

による個人差に起因する可能性も考えられる。発達段階によって，片づけ行動を促進する

要因や片づけ行動の心理的効果が変化するのかどうかを明らかにするためには，同じ個人

を対象に各時点のデータを比較することが望まる。今後は，縦断研究による検討を行うこ

とで，発達段階による変化を明らかにできると期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



審査結果の要旨 

提出された博士論文について審査委員会では下記の観点から審査を実施した。 

①先行研究の精査：先行研究が少ない主題であるが、必要な先行研究を十分検討でき

ていた。 

②研究の独自性：同様の主題は少ないことから独自性を高く評価できた。新しい領域

を開拓しており、今後の片付け行動研究のパイオニアになると思われる。 

③論理性：先行研究から片づけ行動に関連する要因を導き出し、課題について検討し

ており論文の論理性は十分に保たれていた。 

④実証性：調査研究の手続きを適切にとっており、結果の考察も飛躍しすぎず、十分

な実証性を考慮した論文になっている。 

⑤資料分析の妥当性と信頼性：研究の手続き及び統計解析については十分である。 

⑥今後の展開の可能性：今後の研究展開の広がりを期待できる。 

 以上により学位申請者元井沙織に対して、博士の学位を授与した。 

 

最終試験結果の要旨 

個々の研究の完成度および主題の独自性と発展性という観点から審査した結果、博士

論文「片づけ行動の心理学的研究―青年後期と成人初期を対象とした検討―」は全体

として博士論文としての条件を十分満たしていると認められた。したがって、本論文

は博士論文として十分であり「合格」と判断した。 

 

 

 

 

 

 


